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特集エチオピアのいまを語る

苦闘するエチオピアの近況

JVC執行委員秋山忠正

はじめに

昨年11月ロンドンで行われた「エチオピアに飢餓

再来」と題する講演会で，エチオピアのＲＲＣ(救援

復興委員会）の国際部長テメラット･ケベデ氏(Jvc

業務の担当部長）が聴衆から鋭い質問の攻撃を受け

ている。

「一方ではエリトリア攻撃用大砲をソ連から購入

しながら，他方では我々に食糧援助を頼みに来る。

もっとやるべき大事があるのではないか」

「農民に支給する鍬に比べ，どのくらい銃弾に金

を使っているのか」．

「備えのなかった73年に餓死者が20万人ですんだ

のに，十分備えたはずの84～85年になぜ100万以上

も死んだのか」

これらのやりとりは西側市民のメンギスツ政権に

対する不信といらだちを表わしている。７４年の革命

以来の経緯で，現政権に対し冷酷無残な共産主義独

裁，正体不明の軍人集団という印象を持つ西側関係

者も少なくない。この際同政権の14年間の歩みを検

討し，同時に現在この国に開発プロジェクトを持つ

我々の協力の意味を考えてみたい。

昨年９月新憲法が広布され，エチオピアは秘密に

包まれた軍事政権から開かれた民主共和国に形式的

には移行したわけである。一院制の国会（シエンゴ）

が成立し，メンギスツは任期５年の大統領に就任。

国家元首，３軍の最高司令官，「全閣僚，裁判官，上

級官僚の任命権者」となり，同時にエチオピア労働

者党の党首として総ての権力を一手に掌握した。憲

法自体はソビエトスタイルのデモクラシーと評され

ているが，実権は労働者党，特に11人の政治局員に

あるといわれる。

次に別表の指標に若干のコメントを加える。「生

産」については，革命後金融機関，企業の国有化，

都市の土地家屋ならびに農地を国有化し，１家族1０
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ヘクタール以内の耕作権のみを認める，等々劇的な

改革を実行した。その14年間，デルグ（臨時軍事委

員会）ならびに労働者党の実質的指導の下に，政府

機関，農民組合（ＰＡ)，都市住民委員会（カバレ）

によってこの国は運営されてきた。その間国の内外

の敵との流血の死闘あり，デルグ内でも血を血で洗

う権力闘争があり，まことに多難な歳月であった。

しかも２回にわたる大干ばつと戦いながらの実績と

しては，むしろ評価すべきかもしれない。

「財政」については，ソ連陣営のエチオピアには

緊急援助はしても長期開発援助はしないという西側

の姿勢がこのＯＤＡの額に端的に現われている。こ

れがこの国の復興を大幅に遅らせたことは否定でき

ない。

「教育」「保健衛生」部門での数字はいずれも痛

ましい。干ばつ・戦乱のしわ寄せがここに集中した

感じである。

さてエチオピアの現況の理解のためには，次のよ

うな視点が有.効である。その１は，ひんぱんにこの

国を襲う干ばつ。飢餓対策のため作られた「早期警

報システム」と予防体制の理解である。次に農業生

産の現況分析とその生産'性向上を目指した対策。特

に農民の集団移住（リセットルメント）の現況説明が

その２である。最後に20年近くも死闘を続け，ぼう

大な戦費と人命を喪失してきた，宿命的なエリトリ

ア解放戦線（ＥＰＬＦ)，チグレ解放戦線（TPLF）と

の対決に言及することである。以上について略述す

る中で，現政権の功罪を明らかにしたいと思う。

なお新大統領メンギスツに関しては，「デルグ」

（臨時軍事委員会）内の血ぬられた権力闘争に奇蹟

的に生き残った不死身のマルキスト，という印象し

か西側にはなかった。その常識を覆えしたのが,８４

年の緊急救援に国連側リーダーとして活躍したクル
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*８２年頃迄の西側のＯＤＡの供給手控が復興計画にひびいている。

８５～86の数字は飢餓のための緊急分が含まれている。

＜生産＞

自制心と大いなる礼節の人ということである」と述

べている。メンギスツは我々に全く知られていない

面もあるらしい。

〔別表〕
＜財政＞

（撫蕊W郷） (世銀開発報告1988）

＜教育＞

jゾ〃 閲戎' "ア ﾉア ﾉア 尻'

卜・ヤンセン氏である。その著書『エチオピアの飢

餓」の中では，メンギスツとの友情のニュアンスす

ら感じさせる緊密な連係作戦の数々に言及している。

「私のメンギスツヘの印象は，知性・静かな威厳。
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サハラ以南の国で最低（次はブルキナファンの55,760人に一人）

これ以下はモザンビークの1,617calだけ。

平均寿命の改善一番鈍い。ギニア，ニジェール，マラウイ，チャド等と最短命グループに属する。
世界最高値。マラウイの154人がこれに次ぐ。

＜保健衛生＞
(世銀開発報告1988）

ルだ」との叫び声があがった。またアメリカでは，

エチオピアという国名すら知らないレベルの市民が，
きよ

泣きながら醗金Iこかけつけたという。こうした市民

運動は自国政府を揺さぶる運動に広がり，１０億ドル

をこす救援資金がエチオピアに送られた。国連も１１

月早々事務総長の特命を受けたクルト。ヤンセン氏

を，エチオピア緊急救援作戦（ＥＯＥ）の長として派

遣し，関係国際機関を統合して作戦が開始された。

こうして，平和時の１プロジェクトとしては今世

紀最大といわれる国際社会の動員作戦が，８６年初頭

まで続けられた。結局立ち上がりの遅れのため100

万人をこす死者が出たが，それでもなお数百万人の

生命が救われたといわれる。
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早期警報システムとＥＰＰＧの発足

その１８４～８６年の飢餓との戦い

1984年10月２３日，英国のBBC放送からエチオピ

ア北部のメケル，コレムの難民センターの状況が放

映され，世界中の家庭を驚悟の洲に投げこんだ。ま

さに死にひんしている難民，赤ん坊の弱々しい泣き

声。何万人もの難民を収容しながら与えるべき薬も

食糧も全くつき果てた恐るべき給食センターの光景

は，広島。長崎の再現であった。「もし神がいます

なら，今こそ奇蹟を与えたまえ」と叫ばずにはいら

れなかったという。

アフリカで20年以上も戦争，処刑，死を撮影し続

けてきたこのベテランカメラマンも，今回だけは働

突しながらフィルムを編集したと述'壊している。西

側市民の中からは「これは今世紀最大のスキャンダ

エチオピア

ケニア

タンザニア

スーダン

小学校進学率

1965

１１％

５４〃

３２〃

２９〃

1985

３６粥

９４〃

７２〃

４９〃

中学校進学率

1965

２％

４〃

２〃

４〃

1985

１２影

２０〃

３〃

１９〃

成人識字率

1980

１５％

４７〃

７９〃

３２〃

エチオピア

ケニア

タンザニア

スーダン

医師１人当り人口

1965

70‘190人

13‘280〃

21.700〃

23.500〃

1981

88.150人f】

10.120〃

9.800〃

看護人１人当り人口

1965

5‘970人

1.930〃

2.100〃

3’360〃

1９８１

5.000人

990〃

1.440〃

摂取カロリー
（１人当り）

1965

1.832ｃａｌ

2.287〃

1.970〃

1.874〃

1985

1.704cal◆Ｚ

2.214”

2.335〃

２１６８”

平均寿命.３

1965

４２歳

４６〃

４１〃

３９〃

1986

45歳

５６〃

５１〃

４７〃

虎,畠減珊謹‘
1965

165人

112〃

１３８〃

160〃

1986

155人

７４〃

108”

108〃

エチオピア

ケニーア

タンザニア

スーダン

1978

百万ドル

140

248”

424〃

318〃

1979

191

351〃

589〃

687〃

1980

212

397〃

679”

583〃

1981

245

449〃

703〃

632〃

1982

200

485〃

684”

740〃

1983

339

400〃

594〃

962〃

1984

364

411〃

558〃

622〃

1985

715

438〃

487”

1.128〃

1986

642

458〃

681〃

940〃

1人当り
(1986）

14.8

ドル

21.6〃

29-5〃

41.7〃

エチオピア

ケニァ

タンザニア

スーダン

ＧＤＰ増加率

1965～8０

2.7％

6‘４〃

3.7〃

3.8ノ

1980～8６

0.8％

3.4〃

0.9〃

0‘３

農産物牛産増加率

1965～8０

1.2％

4.9〃

1.6〃

2.9

1980～8６

－３．９％

2.8〃

0.8〃

0.4〃



その２早期警報システムの存在

それではこのＢＢＣ放送までどうして手が打たれな

かったのか。必要な』情報がなかったのか。事実は全

く逆である。いわゆる「早期警報システム」（EWS）

はＲＲＣの中に存在していた。そしてＲＲＣ，ユニセフ，

ＦＡＯ(食糧農業機構）から再三の警報と救援要請が

国際社会に出ていたのである。

そもそも未然に飢餓の到来を予測し，その対策を

構じようと早期警報システムが1976年にＲＲＣ内に

作られていた。その判断の指標として，「降雨量」

「穀物の作柄のモニタリング」「種まきと耕作の時

期」「地方の穀物の貯蔵状況」「地方市場の穀物価格

の上昇と家畜の値下がりの動き」「住民の他地区へ

の移動'情報」等が使われている。

それではなぜ84年にはこのシステムが役立たなか

ったのか。まず当時はアフリカ全体が大干ばつの真

只中にあり，国連に対し千数百万トンの食糧援助が

要請されていたこと。国連調査団がエチオピアの必

要援助量を過少報告するミスをしたこと。さらに「ま

たまた飢餓の訴えか」と，国際社会が真剣に取上げ

てくれなかったことが重なって，,最悪の事態に至っ

たのである。

しかし上述のＥＯＥを中核に，５０以上の各国民間

ボランティア団体(ＮＧＯ），ＲＲＣによる救援作戦は

見事であった。特にＯＸＦＡＭ，ＣＡＲＥ，セイブ･ザ・

チルドレン，国際赤十字等のＮＧＯの活躍は目ざま

しかったという。またJVCのアジバールでの医療活

動はまだ記憶に新しいところである。東西の対立を

越えて，米，英，西独，東独，ポーランド，ソ連等

によって行われた空輸共同作戦は，人道主義未だ地

に落ちずとの印象を深くした。

その３ＥPPGの発足

ＪＶＣによる小麦の配給

８４年の救援作戦の残したもう１つの成果は，「早

期警報システム」による救援活動の重要'性が再認識

されたことである。こうして８７年１月，エチオピア

に｢緊急予防準備グループ」（ＥPPG）が設立された。

ＵＮＤＰ（国連開発計画)，ユニセフ，ＦＡＯ，ＷＦＰ

（世界食糧計画）等国連関係機関すべてと世界銀行

がそのメンバーで，隔週会合が持たれている。また

別にＲＲＣ主催の「情報委員会」が作られ，ＥPPG，

ＲＲＣ，ＣＲＤＡが参加して月例の会合を持っている。

(ＣＲＤＡとはエチオピア在住の50をこす民間ボラン

ティア団体の統合体で,ＪＶＣもその一員である）こ

れらの会合の目的は，開発と緊急救援に関する情報

交換と相互支援にある。

その４８８年飢餓再来のおそれ

ところで87年エチオピア北部諸州はまたまた干ば

つに襲われ，エリトリア，チグレ，ウォロ等の諸州

がまたも飢餓の再来に脅かされることになった。前

述の早期警報システムの予測から，８４年以上の被害

が88年後半に到来するというのが，関係者の一致し

た見解となった。そこで今日現在，上述のＥＰＰＧ，

ＲＲＣ情報委員会の組織をフル活用し，各国ＮＧＯ，

ＲＲＣ，国連機関がそれぞれ守備範囲を定めて防衛

体制をとっている。そのため必要とされる130万ト

ン程度の援助食糧も手配ずみである。今回はむしろ

国内の輸送手段一トラックや空輸用輸送機の手配，

貯蔵設備の増強等が諸外国への要請の重点になって

いる。

その５ＪＶＣの活躍

Ｊｖｃもウォロ州マーシャ村を中心に，ワレヒメノ

郡の６万5000人に４０００トンの食糧救援の体制を整

えた。食糧の調達，局地輸送用トラックの手配も

終っている。この計画を支援して下さった日本の関

係者の方々に改めて謝意を表したい。ＪＶＣのこの作

戦のねらいの１つは，８４年に大きな被害を出したコ

レブ地区（マーシャ村の西６０キロ）の住民の救済が

ある。この地区にJvcはすでに十数回調査に赴いて

おり，筆者も昨年１１月には同地区で，農民組合の代

表者たちから直接援助の要請を受けている。今回の

活動は直接被災者の顔の見える活動であり，日本の

ＮＧＯとしても画期的な挑戦といえよう。昨年８月

からフード・フォー・ワークの形で支援を続けてい

るが，受持地区からは１人の餓死者も出すまいとい

う我々の願いは達成されそうである。
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集団移住計画（リセットルメント）

その１エチオピア農業の近況

この国の農業はＧＤＰの４８％，労働人口の８０％を

占めるが，８６年度１人当たりの生産性は80年基準で

87％と低調である。国民全体の年間穀物所要量は

655万トンで，生産は平均並で620万トン，平素から

自給は不可能である。（政府は一応94年を自給体制

の目標年にしているが）

生産者の構造は，９６％をいわゆる個人生産者

(Peasantfarmer）に依存しており，政府が財政な

らびに技術的支援をしている国営農場，協同組合農

場の貢献度はわずかに４％にすぎない。

世界銀行，「農業開発国際基金｣，スウェーデン等

が，「ミニマム・パッケージ・プログラム」と称して，

個人農業に改良種子，肥料，農薬等の投下物，耕作

器具，改良普及サービス等の援助を続けてきた。し

かし原則３年毎の耕地のローテーション，政府の低

い買上価格水準（たとえば輸入価格に比べメイズは

その５６％，ソルガム６７％，小麦は69％）等が足を

引張り，また耕地の９５％を占める北部地区の荒廃，

農業技術水準の遅れが複合して停滞が続いている。

そこで政府としては，肥沃な西南部の耕地に活路を

求め，そこに国家コントロール下の集団農場，協同

組合農場の建設を意図している。

西側ドナーからの政府に対する再三の要請に応え，

買上価格の改訂の動きも見えてきた。最近企画大臣

が，「40％を政府に供出し，残りはオープンマーケ

ットに出すことを認める」という発言をしており，

軌道修正の動きも見え始めたようである。

その２集団移住

メンギスツ政権に対する批判のうち賛否の一番や

かましいものは，この集団移住計画であろう。１９８３

～84年にはＦＡＯと農業省が「エチオピア高地再開

発研究」の中でその必要性をうたっており，移住そ

のものは，1976年２月にはすでに始っていた。それ

が近年なぜこうした激しい論争を呼んでいるのであ

ろうか。

その前提として荒廃した北部高地の現況に触れる。

北部高地はエチオピア全土の５分の１を占めるが，

そこに全人口の88％が集中している。７０００万の家

畜の３分の２，耕作地の95％が北部にある。しかも，

高地の大部分20万平方キロはひどく侵食され，穀物

を保持できない。また耕地から毎年ヘクタール当た

南部の移住地，ガンベラ。

リ１００トンの土壌が流出している。国土をおおう森

林は1900年に４０％，５０年に14％，現在は４％とな

っている。（北部高地はほとんど０に近い）

政府もＷＦＰの支援のもとに土壌保全・植林に真

剣な努力を続けてきた。８５年までに70万ヘクタール

が植林され，その後毎年２万ヘクタールの植林を続

けている。またテラッシングも２０万キロに達してい

る。しかし毎年差し引き20万ヘクタールの森林が失

われ，土壌流失は続いている。

こうした現況から，政府は84年の飢餓の真只中も

ソ連の支援の下，南西部への集団移住を強行した。

すでに６０万人は完了し，さらに150万人の移住を計

画しているという。

これに対し当初西側諸国は，住民の意志を無視し

た強圧的行為であり，北部の過疎化をねらったゲリ

ラ対策として強く非難した。「国境なき医師団」や

「サバイバル。インターナショナル」のような人権

保護団体も同調した。高度3000ノートルのむしろ

秋冷の地から，５００～６００メートルのアフリカ有数

の高温多湿地帯への急速な移動がもたらす心理的・

肉体的負担は想像に難くない。しかしその後も他に

代案がないため，止むを得ぬ措置としてこれを容認

する意見が，イタリア等のＥＥＣ諸国，１部ＮＧＯ間

に広がっている。（個人的感想として，私が１昨年

ガンベラ周辺の移住地を訪ねた時の印象は，大変悲

観的であったことを付言する)。したがって現在の

論点は移住地の選択とそのアフターケア，さらに移

住に際して，どれだけ本人の自発性が認められるか

にかかっている。

国連の統計では，集団移住の定着には１家族当た

り年間5000ドル，５年の歳月を要するといわれる。

成功例の１つとされるウオレガ州のアソサの移住地

は3500～4600ドルが５年以上投入されたといわれ

る。このぼう大な資金をどうして調達できるか。エ

－５－
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チオピア政府の執念にもかかわらず前途は厳しい。

住民の移住の意志の自発性確認と尊重の問題はさ

らに難しい。飢餓の真最中には地獄からの脱出を願

っても，１度雨が戻れば墳墓の地にすがりつくのが

人,情である。それぞれの地区では党，ＲＲＣ，農民

組合代表者で構成される「スクリーニンク委員会」

エリトリアの現況

昨年10月末エリトリアに向かった国連の救援輸送

車が，エリトリア解放戦線(EPLF)に襲われて炎上

したニュースは関係者を驚かせたが，その後エリト

リア，チグレ両州でのゲリラの政府軍撃破のニュー

スが続々伝わってきた。

３月１９日には北部のアフアベットで政府軍は２万

の死傷者を出し，５０台のタンクが捕獲され，ソ連の

３人の高級将校も捕虜となった。政府軍の士気は弛

緩し，厭戦気運がみなぎっており，准将を含む３人

の指揮官が処刑されたという。

また４月には両州で救援活動中の民間ボランティ

アー国際赤十字等に退去命令が出され，昨年秋か

ら展開してきた飢餓防衛に大きな穴があいた。最近

政府軍がやや盛り返したといわれるが，両州住民の

内350万は絶対食糧援助が必要で，今日現在まで救

援活動について全く'情報がなく，深く憂慮している。

さて1889年イタリアに占領されてから60年を経た

エリトリア人には，エチオピア人としてのアイデン

ティティは全くないという◎1950年国連の裁定の下，

エチオピアと連邦を形成して10年を経たが，エチオ

ピアは1962年一方的にエリトリアを併合し，革命後

もその方針を継続して今日に至った。

アムハラ語は公用語となり，小学校で強制的に教

えられた。産業設備の主なものはエチオピアに運び

去られ，住民は常に脅迫にさらされた。こうして民

族的自主独立を求めて26年にもわたる軍事的抵抗が

始まった。ＥＰＬＦの現勢力は２～３万で，住民の８５

％の支持を受けている。

この長期の戦闘のため，両軍はぼう大な死者，負

傷者を出し，国土は荒廃するままとなった。エチオ

ピアでは年間５億ドル，政府予算の50％を戦費に浪

費し，国民は徴兵におびえ，産業は停滞し，飢餓頻

発の決定的要因となっている。

ＥＰＬＦの軍事力は強力ですでに正規軍レベルにあ

るといわれ，力でＥＰＬＦを屈服することはもはや不

可能で，今こそ平和的解決が必要といわれている。

EPLFはこの２６年間苦難に堪えて，数々の改革を実

Trial＆ErrorＮｏ．8２ －６－

が移住者の審査に当たっているといわれるが，実際

にはうまく運用されていないという。国としてのマク

ロレベルでの施策の遂行と，ミクロの個人の決断の

ギャップを越えるのは本当に容易なことではない。

なお村落集中化計画が同時に進められており，論

議と課題を抱えていることを付言する。

行している。特に土地の再配分，婦人の解放と地位

の向上，空爆をかいくぐっての植林，井戸掘り，テ

ラス作り，医療設備の拡充，輸送の拡大等人民の基

本的生活ニーズの整備に努めてきた。また電気，電

子，機械，工作部門などいわゆる「適'性技術」を駆

使しての自主開発は途上国の自主開発努力の模範で

ある。

かつて伊藤正孝氏によって「きわめてストイック

なマルクスレーニン主義を奉ずる新しい人間集団（ホ

モノバ)」といわれた彼らも最近は，西側諸国に対

し混合経済を呼びかけて協力を求めるほど成熟しつ

つある。

また彼らは国民投票で「完全独立，エチオピアと

の連邦形成，エチオピア国内での自主権の確立」の

３案を住民に選択させる解決策を早くから提示して

いるが，政府側はＥＰＬＦを山賊，犯罪人と称して同

じテーブルにつくことを拒否している。ソ連すらこ

れ以上の軍事援助を渋っているという今日，メンギ

スツ政権はまさに正念場に立っているといえよう。

おわりに

エチオピア政権に対する批判には，共産主義軍事

政権に対する潜在的反発と，７０年代のデルグの血の

粛正に対する恐怖と嫌悪があり，簡単に消えるもの

ではない。しかし，そのために多くの先入観にとら

われた情報の流れたことも事実である。エチオピア

側の不手際も数多くあるが，西側も事態を客観的に

観察し，前向きに現実的に対処する必要がある。依

然対エリトリア強硬策に固執する等々，エチオピア

政府首脳の方針には賛同しがたいものが多く残るが，

ＲＲＣや財務官僚等の活動に対しては，その知性と

献身と誠実さに対し敬意を表したい。

しかし我々の究極の関心はこの国の人民達の運命

にある。現在苦難の真只中にある彼らにも，その誠

実な勤勉努力が必ず報われる夜明けの来ることを確

信する。そこに我々の協力に挺身する意義もあると

思う。



宗教

良きにつけ，悪しきにつけ，これほど人間を束

縛し，また強くするものを知らない。何やら胡散

臭い新興宗教も含め，世の中にはあまたの宗教，

宗派があり，それぞれが厳しい戒律をもって人間

の心に対時する。一切が神の崇高な意志の下にあ

り，信じ，従うことによって救済，安寧の道がひ

らかれるという。信仰が心に平安をもたらし，死

を泰然と迎えさせてくれるものであるならば，不

遜な無神論者のとやかく言うべき筋合いではない

が，終日祈りを捧げているだけで，常態化した飢

餓に根本的な解決を得られるのであろうか。
ひょう

雷を伴った激しい雨がトタン屋根をたたいてい

る。トタン板の継ぎ目から漏れる雨滴が原稿用紙

を濡らす。雨期の到来と共に大量発生した虫が，

ベッドの上で宴会を楽しんでいる。トラックのエ

ンジンをかける音がかすかに聞こえる。食糧輸送

の早朝便だ。補修の結果，かなり状態が良くなっ

たとはいえ，まだ危険な悪路である。ぬかるみで

す性能しなければいいのだが。

一刻の猶予が惨事につながりかねない緊急救援。

ダフな仕事である。

（マーシャ村にて）
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山田盛

Iま，圧倒的に絶対量が不足し，弱者へのいたわり

が確実に自らの死を意味する時，非情な選択を迫

られる。衰弱の激しい子供，老い先の短い老人が，

最初の犠牲者となる。我勝ちに食い物を奪い合う

姿が醜悪なのではない。ここまで人間が追い込ま

れるまでに，何らかの人為的な不正義，不平等が

働いたとすれば，それをもたらした人間の心の歪

みこそ，最も醜いものであろう。

それにしても，飢餓線上にある人々の中にいて，

美食，飽食への執念がなくなるどころか，一層強

くなっていくのは何としたことか。疲れを知らな

い我が胃袋氏の鈍感さに脱帽。

雨がようやく戻ってきた。七月に入り，連日降

り続いている雨は，干からびた大地に潤いを与え，

その生命力を蘇らせている。アラーへの祈りが届

いたのか，キリストがその慈悲心を雨に変えたの

か，はたまた単なる自然の気紛れか，いずれにし

ろ待望の雨である。農作業の再開は収穫を約束し，

農民に誇りの回復をもたらしている。この状態が

続けば，開始後一年になろうとしている緊急食糧

配給に，今年いっぱいで終止符を打つことができ

るかもしれない。しかし，問題はもっと複雑であ

り，束の間の安堵感を押し潰してしまうほど重た

い。

非社会的であらんと志した一介の旅行者が，何

の因果か飢餓の国に紛れ込み，かけらほど残った

良心を叱陀激励し，‘‘無知は悪徳''，“無為は犯罪”
かまぴす

という喧しい声Iこ鞭打たれつつ，人災と天災の生

き地獄にささやかな抵抗を試み，気力，体力とも

に消耗し切った夜更け，闇に向かって一人ぼやい

てみた。
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内戦

エリトリア，チグレ両州の解放戦線の動きが活

発化，エチオピア政府は国家総動員令を発布，徴

兵と特別税で対抗。一時はウォロ州の北部までゲ

リラが南下，治安状況の悪化を理由にＮＧＯの活

動が制限される。州都デシの病院は負傷兵の叩き

声に満ち，一般患者の診療もままならぬ。補充兵

を満載したトラックが土煙を上げて疾走する。早

睡が悲劇に拍車をかける。権力闘争に寝食を忘れ

る人間がいる限り，殺し合いはなくならないであ

ろうが，それにしても，双方が食えない時ぐらい

停戦を考えられないものか。それともこれは正義

の名を冠した口減らし政策か。

飢死

一切れのパンを分かち合う美談は，感傷的な悲

願にすぎないことを思い知らされる。共有するに
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〆マーシヤ村夜話 、

工チオビアよいとこ、つらいとこ

伊藤達男伊藤幸子山田盛有本敦子
、

マーシャ村。若いスタッフからお父さんと呼ばれ

始めた伊藤。めっきりしらが頭のその妻幸子。マー

シャがやっぱりいいよなあと山田。便秘で苦しむ有

本敦子。この４人が今マーシャ村で暮らし，活動し

ている日本人だ。アジス事務所は鈴木ががんばって

いる。

山田久しぶりでアジスの仕事から解放された｡(鈴

木さんが赴任するまでエチオピア代表を代行してい

た－編集部）やっぱりマーシャが落ちつきまんな

あ。

幸子エー本当？アジスの方が楽しいんじゃないの。

有本夜遊びもできるしね。

山田電気があると夜と昼のけじめがつけへんねん。

伊藤日本なんかその典型だよな。

有本あっという間に一日が過ぎちゃう。ここじゃ

寝る時間がたっぷりある。

幸子人間は８時になったら寝るべきなんだ。

有本そうだ。そうだ。

伊藤・山田？？？

山田ここは妙な誘惑がないから落ちつくんだよな。

|ボランティア｜
山田初めさあ，ボランティアっていうから，こっ

ちの人と一緒に穴掘りでもして汗を流すのかと思っ

ていた。食費ぐらい出してもらって。

有本それで来てみたら？

山田労務管理とか，報告書を作るとか，中小企業

鼎

ノ

の社長みたいやん。

幸子どうしてそうなっちゃったんだ？

山田ぼくの思い違いですねん。はっきりゆうて。

｜ランプ｜
唯一の発電機がもう何カ月も故障していて，夜の

あかりは灯油のランプのみ。山田がランプをつけよ

うとする。

有本あっ山田さん，それそんなに燃やしちゃだめ。

山田どうしてさ・

有本燃えてすすで真っ黒になっちゃうからだめ。

山田こっちから見ると色っぽいやん。（関係ない

ことを言って有本の気嫌をとる）ケロシン（灯油）

が漏れちゃったんだよ。

有本がテキパキと漏れたケロシンをふきとり，圧

力を力,ソカ､ソカッとかけ，あっけなくランプをつけ

てしまう｡

山田おお，プロやん。

|食事｜
ウォルコハはみそ汁，テンプラ，親子井，カツレ

ツ，パン，ピザまで焼いてしまう料理の人。健康管

理はたいせつ。だからおいしくごはんを食べよう。

その一環で味噌作りも。

幸子蒸したごはんにこうじ菌をふりかけて，二晩

一緒に寝てやると，米こうじができちゃうんだから

ね。

伊藤おれは冷え症でだめだ。

有本私も冷たいからね。

幸子じゃ，男の人はゆでた大豆をその洗面器の中

でつぶしてよ。

有本塩はコップ２杯ぐらいでいいかね。

幸子うん，かびが生えてきそうだったら足しても

いいし。

一年寝かせればおいしいのだろうけど，そんなに

待ってもいられない。１カ月後から食べ始めて食べ

終わる５カ月後ぐらいにいい味噌の香りがしはじめ

るんだからいやになっちゃう。でも自家製なんだ。
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ﾄイレットペーパー

幸子，トイレへ行くのにトイレットペーパーを切

る。

伊藤あれ，おまえ，そんなに使うの？おれはね

え，これで１週間分だ。

幸子エー，それで足りるの？

伊藤いいか，ピッとくそを切るんだ。それで三つ

折りにして一回。それ半分に折ってまたふくの。こ

れで十分。

木がないと言って植林しているのに，無駄に紙を

使っているバカ人間。ＪＶＣソマリアじゃ水を使って

いると聞く。

｢ﾗー可
水浴びをしたい

人はシャワー室に

水を運んで浴びる。

どのエチオピア人

スタッフも１週間

に１度は浴びてい

る。日本人は－

伊藤どうせまた

汚れるんだから垢

を落としても意味

がない。

と，強く主張。

アジスに出るまで伊藤幸子

１度も入らず。（プロは３回/年）わき毛もさびるこ

とを発見。

有本ありやあ，さびいなあ，あったかいお風呂に

入りたい。

幸子本当に入らなくても何の害もない。

山田たまにぼくはあびてますよ。

電気，水道，ガスなし。病気もせず。'慣れてしま

えば不便も感じず。不安もなし。

ここの人々の暮らしぶりに驚きもしなくなる頃，

だんだんと村の様子，政府の様子などがわかってき

て腹たつことが多くなる。貧しいことの原因がいく

つも重なりあっている。貧乏くじを引くのはいつだ

って農民だ。

|徴兵｜
エチオピア北部での内戦が激しくなっている。村

から若者が３人，４人と引っぱられていく。ＪＶＣの

催不直亨

ワーカー，スタッフの中にもにらまれている人たち

がいる。

山田シュクール（エチオピア人スタッフ）はあれ

からお呼びがかかっている？

有本もう大丈夫。でもバイエとアムデウはまだあ

ぶない。各カバレからちょっと前に４人ずつ連れて

いかれた。

伊藤今は戦場に行くんじゃなくて，訓練で連れて

いかれるんだって。

山田ああ，その訓練の時のためにJvcの食器やナ

ベなんか出さなきゃならなかったのか。

幸子それにしてもＪＶＣで働いていると，にらまれ

ちゃうんだ。

|税金｜
昨年１年は収入税だけだったが，戦争が激しくな

って特別税も払わなければならなくなった。

山田スペシャルタックスは高けえなあ。イエット

は２つの税で１４０ブルぐらい。

伊藤給料が６５０ブルだから２割以上か。たまんね

えなあ。

有本農民からも取りあげてるって。

幸子コレブでさ，食糧配給のための登録場で，税

金取り上げたっていうからひどいねえ。

山田税金払わなきゃ食糧ももらえないのか。

伊藤政府が食糧配っているわけじゃないんだぞ。

|弱者｜
食糧不足が深刻になるにつけ，ジイさん，バアさ

ん，障害者がＪＶＣに集まり始めた。働けない人約

1300人に食糧配給をした。

伊藤やっぱり働けない人といってもただ配りはだ

めだな。家族か親せきの人に代って働いてもらおう。

有本誰も身よりのない人はほかの人を雇わなくち

ゃならないんだって。そうしたらもらえる小麦が少

しになっちゃう。

－９－
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幸子働けない人は現場にいっしょにいるだけでも

いいんじゃない。

有本みんな座ってるだけだったりして。みんな頭

いいからなあ。

弱者だから正直と考えると裏切られる。貧しいゆ

えにうそをつき，自分だけ得をしようと考える。貧

しい人，弱い人の自立を考える時，あまりの道のり

の遠さに沈みこんでしまう。

｜しっと深さｌ
Ｊｖｃの敷地内で，本当に貧しいおじさん'0人が

野菜を作っている。収入源にするためだ。

エシャトウ本当に彼らは貧しい。財産もない。小

麦の収穫もない。

有本Ｊｖｃで1カ月訓練したあと，自分の家にも

どって自分で生計をたてるべきなんじゃないの？

エシャトウもし自分の家で始めたら，まわりの人

がしっとして何されるかわからない。

幸子りっぱな菜園を作っているおじさんがいたけ

どこれ以上大きくしないって言ってた。放火なんか

されたら大変だって。

エシャトウだから，グループになってここで共同

で野菜を作って現金を得る方法がいい。

幸子貧乏人同士，足ひっぱりあうんだから。

有本まったくがっかりしちゃうね。

｢種麻~｜
雨が降り出して，山に木を植える作業が始まった。

そのあと，また今年も苗木を農民に配る予定。

有本昨年はもうほんとうにてんてこまいだった。

おじさんが「おれにくれ」って何度も何度も来て。

伊藤けんかするほど苗木がほしいなら自分で作れ

よ1なあ。

幸子道ばたで苗木の泥を捨ててるおじさんにも怒

ったなあ。

有本ビニールつけたまま植えてた人もいたね。子

供クラブの子供たちに注意されていた。

伊藤大人はだめだなぁ。

|教育活動｜
有本あのね，教育活動をしているお母ちゃんたち

「くつくれ，くつくれ」って言うの。

伊藤なんで？

有本毎日毎日遠くまで歩いて家庭訪問に行くでし

よ。大事なくつがこわれちゃうって。

謎

山田くつみたいな足してるやん。

幸子そりゃひどいなあ。でもどのくらい歩くかね。

有本昨日はね，片道１時間半歩いて栄養失調の子

の家へ行って来た。３つ山越えて。

伊藤しゃあないか。がんばってるもんな。

有本ＪＶＣに予算あるかしら。

幸子大丈夫。長ぐつ買おう。

｢病気１
４人の門番のうち１人がライ病と診断された。

幸子野生児イマル，ライ病なんだってね。

伊藤まったくライ病って不幸な病気だよなあ◎

有本診療所で毎月，薬配ってるけどね，その家族

のまで薬がないから子供にうつっちゃう。

山田苗木のマネージャーもそうだね。

伊藤７年前に症状が出てきたんだって。

有本３人目の子は生まれたばかり。あと何年かす

れば子供にも病気が出てくるだろうなあ。

伊藤こんなものこそすぐになくなってほしいよな。

幸子豊富にあるのは病気ばかりか。

財産といえるのは家畜だけ。家の中をのぞいても

先進国が作り出した物はなにもない。土からできた

物か，草から作った物。

雨が降らなかっただけで，もう死に直面するはめ

になる。どうしたらこの人たちの生活が強いしっか

りしたものになるのだろう。

匝｜
今年は７月３日から雨が始まった。このまま８月

９月と降ってくれると，年末12月には麦，豆の収穫

が望める。トタンをたたく雨の音。

Trial＆ErrorＮｏ．8２ －１０－
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伊藤お，いいぞ，いいぞ。本気で降る気だな。

有本だけどさあ。日本みたいに定期的に降るんじ

ゃないでしょう，ここの雨。通りがかりにドサッて

降るかんじ。

伊藤このまま降ればなあ。緊急救援も今年で終わ

りだな。もう１年続くとするとなあ，地獄だよ。

山田そう。トラックがない。小麦がない◎車がこ

われた。今年の12月までだと思うと，先が見えるっ

て感じ。

有本配給の小麦はあるの？

伊藤来年に入ってもまだ半分ぐらいはある。ＷＦＰ

(世界食糧計画）からのが。

幸子この雨じゃ，ここまで小麦を運んでくるのも

取りにくるのも大変だから，いっそ２カ月分ぐらい

配っちゃったら？

伊藤運ぶロバがいないんだよ，農民には。

山田ああようけい雨降るやん。

畑に雨は必要だ。恵みの雨だ。しかし反面，この

活動になくてはならない小麦をマーシャまで運びこ

むのが難しくなってくる。いくら道路を修理しても

すぐ痛んでしまう。今日もトラックが泥にはまって

立ち往生してしまった。そんな懸念を無視して政府

の役人は無理難題をふっかけてくる。

|緊急救援について役人と話しあう’

ハイル０３４，０３５，０３６（カバレ｡農民組合の番号）

は今後ＪＶＣが開発プログラムを広げていく地域だ

から緊急もＪＶＣでカバーした方が良い。問題は食

糧の確保とその輸送ができるかだ。

山田食糧や輸送の面でＲＲＣ（難民救援委員会）の

協力が得られるなら，ＪＶＣがこの３カパレもカバー

できる。しかし，今後雨期に入るので，道路が悪く

なり，マーシャまで小麦が運べなくなるかもしれな

い。だからその時はアンバマリアム（倉庫がある）

で配ることを了解してほしい。

ハイルそれはだめだ。全部マーシャで配給しなけ

ればいけない。１日で取りに来れる所じゃなければ

いけない。

山田一番遠くのコレブの人たちにはマーシャで配

る。０３４，３５，３６はまだアンバマリアムに近い。

マーシャに運び込む輸送が大変なんだ。

ハイルワールド・ビジョンもマーシャで配らなけ

りやいけない。何か困ったことがあれば言ってくれ。

|話し合いのあとで’
伊藤やつらは気軽な気持で口先きだけなんだよな

あ。できないことも。

山田日本人は一回約束をしたら守ろうと努力する。

簡単にできそうもないことを約束しないんだ。

伊藤まあしゃあないよな◎くそったれ。０３４～３６

は開発プロジェクトの方がやりやすいんだがなあ。

がんばるしかないなあ。

｜レポート｜
エチオピアは書類の国だ。

有本日報や四半期毎，１年毎のレポートを出せ出

せっていやになっちゃうね。

伊藤農具をいくつ配ったとかさ。

幸子政府の人から紙に書く仕事取ったら，なんに

もなくなっちゃうでしよ。

山田忙しいさなかに期限つきの報告書を準備する

のは頭にくるな。

伊藤意味のありそうな書類ならいいけどさあ。

エチオピアで活動している日本のＮＧＯは24時間

テレビとJVCだ。どちらも西欧のＮＧＯと違い幹線

道路からはずれた山の奥で活動している。農民の状

況を日々目にしているから“かゆいところに手の届

く”活動ができる。緊急救援もものすごく早い対応

だった。しかしここの政府の評価ときたら,“いくら

お金を使ったか”だ。どんなふうに農民の生活がよ

くなったかなんて興味ない。

この活動の成果が簡単に目に見えないだけ苦しい

のだけど，こつこつ努力するしかない。一緒になっ

ていくしかない。貧しさをなくす奇跡などないのだ。

（伊藤幸子．カットも）
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以上の植林をめざすと畑をつぶさなければなりませ

ん。「環境」か｢今の生活」かと問われれば後者を優

先しなければならないでしょう。いくら生態系が大

事だからといって目前の農民の生活を犠牲にするこ

とはできませんからね。だからエチオピア政府に約

束した数の苗木を植えられなくて困っています。

もう１つのフード・フォー・ワークは道路建設で

す。幅６メートルの道ができれば急病人や食料の運

搬が容易になるでしょう。一方，これによって政府

の支配が強まったり，商品経済が一気に流れ込む恐

れもあります。しかし私としては，閉鎖経済をそん

なに持ち上げることはしたくありません。バザール

を見てもその波は確実に来ています。むしろ商品作

物だって何だって売れて実収入がもう少し上って，

農業や農地に愛着がわくようになることは必要じゃ

ないか◎今は復興中だからしかたないと思いますが，

本当はものを与えることに賛成ではありません。穀

物価格は下がりますし，牛産意欲がなくなります。

今もその疑問は残っています。

私が以前にいたバングラデシュの農村と比較する

と，バングラの方が圧倒的に人も多く自然も豊かで

すね。バングラの土地制度は地主小作制でそれが社

会のネックになっていますが，エチオピアの場合は

末端の行政機関の力が強く，カバレという単位も上

から与えられたもので，自発的な組合組織とは違う

でしょう。彼らの農地もカバレから借りたものなの

で，田畑のケアだっていいかげんになるのではない

ですか。だって木は必要だとわかっていても，植え

て育てた木が自分や自分の子供のものになるとは限

らないのですから。

女の人はエチオピアでは本当によく働きますね。

バングラの女性はムスリムという宗教で一応保護さ

れてる感じがしますが，エチオピアでは女も重要な

労働力です。たとえば男が荷をかついでいるのを見

たことがありません｡いつも女性でした。

最後にJVCの事。ＪＶＣのプロジェクトの印象は小

じんまりしているなということ。在来の材料で囲っ

た泉は，コンクリートで固め蛇口をつけた24時間テ

レビのよりいいと思います。それから伊藤さんたち

の作っている味噌には感激しました。

大橋正明さん(24時間ﾃﾚビチャリティー委員会）塗インタビュー

９
Ｆ

農民の生活を犠牲にしてまで植林はできない

エチオピアではＪＶＣのほかに，夏のキャンペーン

でおなじみの24時間テレビチャリティー委員会が日

本のＮＧＯとして活動している。ＪＶＣのいるウォロ

州でクリニックを開き，農村復興プロジェクトを行

っているが，お互いの仕事に忙しくそれぞれの現場

を訪れたことはなかった。この２月から４月にかけ

て24時間テレビの評価チームに加わった大橋正明さ

ん（シャプラニール副代表，元ＪＶＣ執行委員）に現

地での感想を伺った。

２４時間テレビの前線基地のクラマソ地区は，８５年

緊急時に食料配給をしていたシュリンカキャンプか

ら４輪駆動で１時間，そこからラバで４時間ほど登

った地点にあります。エチオピア人でさえ「こんな

所に人が！」というような山岳地帯に３万人が住ん

でいます。思わず私は「平家の落人みたいな人たち

じゃないの」と聞いてしまいました。

山肌にへばりつくような畑に大麦とソラ豆を作っ

ています。ここは寒すぎてテフはできません。もち

ろん彼らだってテフで作ったインジェラが１番おい

しいことはわかっていますが，食べられないのです。

社会主義体制になってから地主制はなくなり，子供

が生まれたら新しい土地をもらえるようになりまし

た。しかし，もはや人口過剰で分け与える土地はあ

りません。なんでこんな土地にしがみつくのか不思

議な気もしますが，彼らはマラリアなどの病気があ

る南への強制移住を恐れています。

クラマソ地区ではＪＶＣと同じように86年からフ

ード。フォー・ワークで植林をしています。これま

で30万本ほど植えましたが，悩みは植える土地がな

いことです。めいっぱい畑を作っているので，これ

Trial＆ErrorＮｏ．８２
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都心とはいえ青山は，土曜日の

夜はひっそりと静まりかえってし

まう。その住宅街の一角にあるゲ

ーテセンターで７月３０日，ロック

コンサートが開かれた。主催した

のは「地球の友」のチャールズ・

スチュアートさん。コンサートの

収益は熱帯林を守るために活動し

ているグループに送られる。

ＪＶＣでは国内活動を行ってい

るメンバーが中心になって機動力

を発揮し，チケットから飲食物の

販売までフル回転。サントリーか

らも協力を得てビール24本入を１０

ケース，オレンジジュース３０本入

５ケースが寄贈された。

ＪＶＣは預ったチケットのうち６５

枚を売り，飲食物の利益をふくめ

１７万7010円になった。今回の催

しのＪＶＣ側のまとめ役になった

竹内俊之さんは，「JATANや地

球の友の人たちの企画だったが，

参加させてもらって楽しかった。

JVCも利益を得たし，当日来て

下さった人も含め，皆さんに感射

しています」と述べている。
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長い間空席が続いたバンコクの

広報担当に，ようやくのことで熊

沢ゆりさんが決まった。この８月

10日に出発する。

熊沢さんはＪＶＣに来るまでは愛

知県長久手町の社会福祉協議会の

職員をしていた。そこでは老人ク

ラブの温泉旅行の引率などをして

いたが，高校の時から関心を抱い

ていた“海外の活動''をやってみ

たいと，『中部リサイクルニュー

ス』に載っていたＪｖｃの人材募集

に応募したのだという。

タイに行くのは初めてなので，

タイの人々と接して，タイの国を

もっと知りたい。日本とどこが違

うのか見ておきたいし，それにお

いしいというタイ料理にも期待し

ていると，熊沢さんは抱負を語る

が，バンコクオフィスの仕事は渉

外とか，日本からの訪問者の案内

などが主な仕事となるので，もし

かしたらちょっと期待はずれにな

るかもしれない。そこでバンコク

をよく知るスタッフは，「まず友だ

ちを作りなさい。そうしたらイモ

ヅル式にいろんな人と知りあえる。

いろんな所にも行ける」とアドバ

イスする。

最後に御両親のことをお聞きし

たら，「あっけないほどあっさりと

認めてくれました」という。そし

て「そういうところで修業してこ

い」とも。大柄な“山ゆり”のよ

うな熊沢さんが日本女'性のイメー

ジを変えるかもしれない。

｡■●q
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夏だ，ロックだ

熱帯林を守れ

熊沢ゆりさん

バンコクへ

本誌にも旅行記を載せている長

谷川勉君の「日本縦断チャリティ

ーウォーク」には，全国各地から，

なかにはブラジルやカナダからも

2,757,345円の募金が寄せられた。

そのうちの1,940,005円は，長谷

川君が作ったチャリティーウォー

クの郵便口座への入金と，長谷川

君のお父さんが集められたもの。

（なんとお父さんは御自身で100

万円をも集められた）

８月１日にはＪＶＣの事務所にお

いてその贈呈式が行われた。歩き

終えた時の長谷川君の晴れ晴れと

した笑顔は印象的だったが，長谷

川君の陰で御自分のネットワーク

■■■■●｡●●■●｡●｡●●●●

~▲凸■●●｡●今●‐●｡●■●●
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熊沢ゆりさん

日本縦断チャリティーウォーク

募金額は２７０万円
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をフルに生かして募金に協

力したお父さんにも，いっ

しょになって１つのことを

成しとげた充実感が感じら

れた。

／募金の集計は７月３１、

日で一応締めきられま

したが，忘れている方

は直接ＪＶＣにお送り

、下さい。／ ＪＶＣに募金を届ける長谷川君とお父さん



旦旧本縦断升旧-ｳ…終えて"己へ，立教大学長谷川勉？０
‐●

●日本の大きさ メージしか浮かばない。でもこれからは，彼のよう

「狭い日本，そんなに急いでどこへ行く」という言にアイデアと体力を活かしたゲリラ的な募金方法が

葉がある。確かに，車や飛行機を使えば日本は狭いどんどん生まれてくるだろう。

だろう。しかし，６５日をかけて徒歩で歩いた私の感このほかにも，チャリティーウォークの動機はた

想は違う。「なんて日本は大きいんだろう。そして，くさんある。とてもこの限られた紙面には収まりき

なんていろんな人が生きているんだろう」れない。しかし，これらが核となって留年覚悟の日

自分が住んでいるので，私たちは日本を知ってい本縦断が始まったのである。

るような気がする。だがとても限定された身の回り

の日本しか私たちは知らない。 ●九州編

九州の中でも，とりわけ熊本県は思い出深い。県

●なぜ歩こうと思ったのか 内に入った最初の宿は警察署だった。といっても，

日本縦断チャリティーウォークは．５年間の大学別に豚箱へ入れられたわけではない。夜の11時頃，

●なぜ歩こうと思ったのか

日本縦断チャリティーウォークは，５年間の大学

生活（１年留年している）の総決算だった。私が大

学で見てきたこと，やってきたことの全てが動機に

なっていたといってもよい。一番大きなきっかけは，

昨年の夏に１カ月間JVCの学生ボランティアとして，

井戸ポンプ修理プロジェクトに参加したことである。

カンボジアの国境に近い10余りの村々を訪れ，村の

窮状を肌で知ることができた。

炎天下の中でやっと修理が終わった。私と村人の

目があい，ニッコリほほ笑む。水がほとばしり出て

くるのを見て，すぐに３人の子供たちが服を脱ぎ始

めた。バケツにためた水を奪い合っている。彼らの

笑顔を見られただけで，ここに来て良かったと思っ

た。

昨年（1987年)タイは干ばつで，例年の３分の１

しか米の収穫がなかったと，帰国後ＪＶＣの専従ス

タッフの方から話を聞いた。約１カ月の滞在で私に

は多くの友人ができた。その友人たちが干ばつで困

っている。技術も知識もないけれど，何かで彼らの

自立を助けてあげたい。そこで思いついたのが，学

生ならではの時間と体力を使う「日本縦断チャリテ

ィーウォーク」だった。

そのほかの潜在的要因としては，私が大学２年の

時に，先輩が歩いて日本縦断をし，楽しいエピソー

ドを聞いていたということもある。私の血も騒ぎだ

した。また，文教大学講師，ジュリアン．バンフォ

ードさんにも刺激を受けた。彼は今年の夏に３回目

の「日本縦断チャリティーサイクル」を達成する。

日本では，募金イコール街頭募金という固定的なイ

私はへとへとになってその町にたどり着いた。どこ

でもよいからすぐ横になれそうな所はないかと見回

した。すると，前方で赤色灯が回っているのが見え

た。私は警察署の扉を開けた｡宿直のおまわりさん

が二人いた。どこの馬の骨ともわからない私に対す

る対応は氷のように冷たい。しかし，学生証を見せ

たり趣旨を説明して，ようやく宿泊の許可を得た。

ストーブを囲んで世間話をしていると「寒いだろう，

これでも食べなさい」と言って，カップラーメンを

食べさせてくれた。その晩はロビーの長イスを２本

合わせてその上で寝た。

翌朝８時に起きると，すでに30人ものおまわりさ

んが出勤していた。あわただしく荷物をまとめて，

お礼を言って出ていこうとすると，係長さんが手招

きをする。「いま，朝定食を頼んだから，それを食

べてから行きなさい」と勧めてくれた。朝食を食べ

て丁寧にお礼を言うと，「最後まで頑張るんだぞ｣と

送り出してくれた。

また，熊本県の球磨村では過疎に悩む老夫婦の家

に泊めてもらった。地元の温泉で偶然出会ったおじ

いさんの家だ。夜７時を過ぎてお宅に到着した。お

じいさんは「疲れたろう」と言ってしきりに酒を勧

めてくれた。勧めてくれるのはいいのだが，おばあ

さんの目を盗んでは，「ちょっと飲ましてくれや」と

言って私のグラスを取って飲む。それをおばあさん

に見つかって，何度も怒られた。

自分の家だから，もっと堂々と飲めばいいのに，

私は不思議に思った。しかし，だんだんわかってき
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た。毎日大量の酒をあおるので，おばあさんはおじ

いさんの健康を心配して怒っているのだ。一方，お

じいさんはなぜ自分の酒量を超えてまで飲み続ける

のか。それは，一言で言って寂しいからだと思う。

山の中なので仕事はなく，２人の息子は家を離れた。

そして27戸ある部落の中でも高齢化が進み，若い家

族と言えば30歳前後の夫婦の家一軒だけである。自

分のまわりから次々と人がいなくなっていく。まる

で世界の中で自分だけが取り残されていくように。

はっきりとおじいさんがそう言ったわけではないが，

そんな寂しさを忘れるために酒をあおっているよう

に思えた。

過疎の事は私も知っていた。しかしそれは知識の

上であり，肌身に感じたのはこれが初めてだった。

●本州編

富山県の高岡では，ＪＶＣ発足当初からの会員であ

るというお寺でお世話になった。このお寺の住職さ

んは，併設の幼稚園の園長さんでもある。せっかく

来たのだから，園児に話をして欲しいと頼まれた。

｢いいですよ」と快く引き受けたものの，言った後

で頭を抱えてしまった。相手が大人ならば，私のつ

まらない話を我'慢して聞いてもくれよう。しかし，

相手はかわいい園児である。どこまで彼らの生活レ

ベルで話ができるだろうか。そんな私の様子を察し

て，私が話を始める前に，園長さんがだいぶかみく

だいて私のことを説明してくれた。

私が「水がなくなってのどが渇いたらみんなどう

する？」と問うと，「ジュースを飲む！」という返

事が返ってきた。「それじゃ，ジュースもなくなった

らどうする？」「牛乳を飲む！」「牛乳もなかったら

どうする？」と繰り返していくと，やがて１００人ほ

どの園児は黙って考え込んでしまった。だが，しば

らくして１人の園児が「ビールを飲む！」と言った

のには笑ってしまった。とても拙い話ではあったが，

彼らなりに干ばつ，すなわち，水がないというのは

どういう事かを考えてくれたのではないかと勝手に

思っている。

●北海道編

私は感激屋で，美しい風景やいい人（もちろんき

れいな女性にも）に出会えた時は，すぐ感動する。

その点では，まさに北海道は感動の連続だった。広

大な大地，どこまでも広がる牧場，ときおり出会う

北キツネ，そして温かい人々。だが一方で，北海道

の寒さには泣かされた。宗谷岬まであと４日という

音威子府（おといねっぷ）まで来て雨と雪とあられ，

それに強風が加わった。山の中の国道を耐えて歩い

ていると，次々と車が止まった。「この先30kｍぐら

いは－軒の家もないぞ。乗っていきなさい」乗りた

いのは山々だが，チャリティーウォークのためには

歩かねばならない。丁重に断り続けた。

腰から下はびしょ濡れになり，急速に体温が低下

した。だんだん顔が青ざめてくるのが自分でもわか

る。これは自分の能力を超えていると思った。また

こうも考えた。「八甲田山死の行軍というのがあっ

たが，こんな寒さの中を何日も歩けば確かに気が狂

うだろう。もしかしたら自分も気が狂って凍死する

かもしれない」幸いにして，そうならなかったので

今こうして原稿を書いている。しかし，あの時は本

当に「死」というものを身近に感じた。

●タイの人たちのために，そして自分のために

こうして多くの善意と出会い，また困難を乗り越

えて，無事に宗谷岬に立つことができた。それもこ

れもいろいろな形で声援を送ってくれた方々の励ま

しなしには達成できなかったと思う。チャリティー

ウォークをやめようと思った時に，いつもこう考え

た。「これをやめて喜ぶ人は誰で，悲しむ人は誰なの

か」と。喜ぶ人は誰もいない。しいていえば，喜ぶ

のは苦労をしたくないという怠‘惰な自分の心ぐらい

だろう。その反対に悲しむ人はたくさんいる。まず，

私の趣旨に賛同してくれたスポンサーの方々，大学

の友だち。そして何よりも私の募金を心待ちにして

いる，干ばつにあえぐタイの人たちが悲しむ。自分

が頑張りさえすれば，多くの人が笑顔を取り戻せる。

そう考えると，「よお－し，やってやるぞ」と力が湧

いてきた。

タイの人たちの自立を願って始めた「チャリティ

ーウォーク」。けれども，今考えるとそれはすべて自

分のためでもあった。困難を乗り越えた事は自分の

自信につながった。全国で出会った人たちとはこれ

からも，何らかの形で懇意にしていきたいと思う。

たった65日間で，私は実に多くの宝物を手にしたよ

うな気がする。
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チャンパー村を訪ねて

ラオスの近くて遠い村

前田初江

チャンパー村

雨期の晴れ間の７月のある日曜日。私は案内役の

友人のバイクに乗せてもらい，チャンパー村を訪問

することができた。ヴィエンチャンから北へ15キロ

ほど舗装道路を走り左折，そこから４キロの所がビ

エンカム村だ。兵舎があるのでここまでは自動車が

通る道路が通じている。さらに３キロ行った所にチ

ャンパー村があった。

この３キロが遠かった。橋のない季節，河川が２

本あったり，岩の多い坂道があったり，木が倒れて

道をふさいでいたり，水が溜って池になっていたり

していたので何度もバイクから降りて，歩かなけれ

ばならなかった。雨量が増えれば足だけが頼りにな

る。

チャンパー村はなだらかな丘陵の中腹にあり，隣

のビエンカム村に通じている道路と山へ入る山道の

ほかは森に囲まれている。山へ通じる道の入口には

動物の出入りを防ぐ竹の扉がある。村の横を流れて

いる川は乾期には掴れるという。村人はこの川で食

器，衣服，体を洗うのである。家々には，牛，豚，

山羊，羊，鶏，家鴨などの家畜が飼われていて，木

や野菜が家畜に食われないように家の回りは竹垣で

囲ってある。家屋も殻物小屋も野菜床も高床になっ

ている。家の横には足踏みの米つき機がある。

この村にはラオ族，カー族，タイダム族が住み，

隣村にはモン族が多いという。民族毎に家の造りが

違うので，家を見れば何族が住んでいるか直ぐわかる

と友人が教えてくれた。田植えの時期とあって留守

がちな家が多かったが，それでも何人かの村人から

話を聞くことができた。

チャンパー村は1972年に誕生した新しい村で，４１

戸，約200人が住むという。村人は全国から集まっ

た人達で構成されており，大部分が農業を営んでい

る。彼らは山合いのわずかな空地に水田を作ったり，

山を開墾して焼畑を作り陸稲を植えている。伝統的

な自然農法であるため収穫量が少なく，加えて田畑

が遠く往復に数時間も費やすので労働効率も悪い。

子供たちは遊ぶ暇がない

さらに子だくさんで家族も多いので自給自足も出来

ないという。

村には，役場兼駐在所，集会場，診療所，小学校，

共同井戸の施設がある。竹で建てられた役場の小屋

には南金錠が掛けられてあり，草屋根と柱４本の集

会場には山羊たちが集会しており，休暇中の小学校

は深閑としていた。

人々のくらし

近寄ってきた村の保健夫の話では，彼は北部ホー

イサイの看護学校で１年半学んだ後，ここへ移って

来たという。隣のビエンカム村と兼任しており，週

２日は隣村へ出掛けるということである。村人は，

特に子供に肺炎や下痢の症状が多く，裸でいるのが

原因ではないかと言っていた。政府からカディダン

やアトロピンなど数種の薬が月１回配給されるが，

とても足りないと言う。そして，せめて聴診器と血

圧測定器がほしいと溜息をもらした。

小学校は教師１人で２学年の生徒を担当している。

３年に進級したい者はビエンカム村まで通わなけれ

ばならないが，そことて４年までしかないという。

教師は教材を自己負担しなくてはならないので，勢

い授業に対する意欲が薄れるということは否めない

ことである。

急に，村唯一の雑貨屋がテレビ放送を始めた。少

々の日用雑貨とビニール袋入り駄菓子を店先に吊し

てあるだけの店であるが，村で唯一テレビを持って

いる。タイの番組である。たちまち店先は人垣でい

っぱいになった。

私たちが訪問したどの家庭でも，女性は現金収入

得るために周囲の山から竹を採って来て，それを切

り，ひごを作り，お米を蒸す篭を編んでいた。雨期

の終りには竹の子採りをして現金収入を得ていると

いう。一日竹篭編みに没頭すると，１０個から15個出

来るそうで，市場へ持って行くと１個40キップ（１

キップ÷０．４円)で売れるという。ヴィエンチャンで

の１日の平均労賃が500キップだからまずまずの収
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入であるが，女性には，水汲み，洗濯，米つき，炊

事と様々な家事があるから，本当のところは，そん

なにつくることは出来ないのが現実である。

家庭では各々役割分担が決まっているようで，子供

は，弟妹の子守り，家畜の世話，少し大きい子は水

汲み，竹ひご作りを手伝う。実際，村で会ったどの

子供も弟妹を小わきに抱えていたし，棒を持って家

畜を追っていた。友人は，「ここの子供は遊びを知ら

ない」と言うが，遊ぶことにかけては天才である子

供が遊びを知らないはずがない。手伝いに追いまく

られて遊ぶ暇がないのである。川での水浴びは唯一

子供が遊べる時である。水をかけ合い，潜り，泳ぐ

子供たちの表情は明るい。

女'性が野良仕事や家事の他，篭を編めば，男‘性は

田畑の開墾のかたわら，狩猟をしたり，草や竹，そ

して木を切って来て柱や壁，屋根を作る。ある家で

は，主婦が干した草で屋根敷きを作っており，夫が

子守りをしていた。

村を一周して雑貨屋の前に戻ると，既に店は閉じ

て，人気がない。友人はごく当然とばかりに「畑に

行ったんだよ」と言った。２時間も店を開けていた

だろうか。村の人は皆多忙である。

雑貨屋の女主人の話

雑貨屋の主人の母親を訪問した。屋根は草，柱は

木，壁は編んだ竹で造られており，釘以外はすべて

周囲の森で調達したものである。草屋根は３，４年，

竹壁は５，６年の耐久年数しかないので，農閑期の

大事な仕事である。

彼女はシェニクワンに生まれ，戦禍がひどくなっ

たので1964年にヴィエンチャンへ引越して来たとい

う。しかし，町での生活は，物質的な便利さは認め

るものの，光熱費，家賃などの他，物を見れば購買

欲も湧いてきて出費がかさむようになったり，騒音

に耐えられないことなどの理由で，1972年にこの村

へ移って来たと言う。「ここにいれば電気代も水道

代も要りません。ここでは，土地は耕しただけ自分

のものになります。数年前に診療所ができたので村

人は本当に喜んでいます。それまでは20キロも離れ

た町まで行かなければならなかったのです。病人は

苦しくても車の通っている町まで歩かなければなり

ませんでした」

彼女は語り継ぐ，「村の女性は，私の所へ避妊方

法を聞きに来ます。彼女たちは避妊方法を知らない

ので，次から次へと子供を産んでしまうのです。こ

こでは，子供が８人ぐらいいるのが普通です。女性

たちは恥ずかしいので妊娠しても診療所へ行かず，

出産も一人で済ますのです。私は，たまたま子供が

出来にくい体質だったので，子供は３人だけでした。

村の人は私が避妊していると思っているのです。子

だくさんの家族は働き手が多い割りには収穫が少な

く，お米の自給自足ができません。皆んな朝早くか

ら日が沈むまで働いていますが，生活は大変です」

村の抱えた問題

あの婦人は，チャンパー村はいい所だと言った。

戦禍を経てきた人々にとっては，あそこは平和な所

だろう。しかし，今日の糧のためにせっせと働いて

いる人たちはどう思っているのだろうか。ラオス政

府は森の枯渇化防止のため，定住化を促進，来年度

から新しい土地での焼畑を禁止した。

チャンパー村は素晴しい自然環境を備えた所だか

らこそ，厳しい生活が要求されるのは無理もないこ

とである。この村の抱えている問題は多い。

まず，米の自給自足が出来ていない。焼畑農法，

田畑までの距離が遠いなど改善の余地も多い。

水汲み，米つき，炊事,育児などの仕事が少しでも

軽減されれば，現金収入がより確実に得られるよう

になるに違いない。女性にはこのほか避妊や出産，

育児の知識も必要だ。計画的な出産は乳児死亡率や

羅病率を低下させると共に，母親の体力減退を防ぐ

ことにも通じる。

この他にも２学年しかない子供の教育のこと，ト

イレの普及，そして農繁期の季節保育所，食生活の

改善などがあげられる。

ＪＶＣが農村で行おうとしている生活改善活動に関

する問題が，このチャンパー村だけでも幾つも見い

出せた。生活改善の意義を村人に理解してもらうこ

とから始めなければならない。

ラオスは門戸を開放し始めたと言うものの，首都か

ら20キロも離れた所へ行くには許可が必要である。

友人が事前に村長，郡長の許可を取ってくれていた

からこそ，雨の晴れ間の急な訪問がかなったのであ

る。あまりのでこぼこ道に，バイクは音をあげ，止

まってしまった。手持ちの工具で修理する友人の腕

を大きな蚊がちくりと刺した。

木もれ日がちらちらする山道を下りながら，もう

一度訪れたいと願った。間もなく始まる生活改善普

及活動も試行錯誤を重ねなければならないだろう。
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孤児院の子供たちに笑顔はもどったが

カンプチアの

忘れ得ぬ人々

本田徹

戦いの傷跡

彼らは２．３人の組を作って，プノンペン市内の

飲食店や商店をシラミつぶしするように一軒一軒回

っていく。一軒の店で一人が手に入れるのは，１リ

エル（約１円）か２リエルに過ぎないが，何十組と

いう仲間が時間をずらして次々と訪れては「徴集」

してゆくのだから，全体の額は決して馬鹿にならな

い。しかもこれは一日として欠かさず続けられる日

課なのだ。

薄暮のころ私が一人で，あるいは熊岡さんたちと

食堂でめしを食っていると，彼らは「コツン，コツ

ン」という松葉杖特有の高い音をたてて，入口に姿

を現わすのだった。ほとんど無言｡暗い,織とし
た面持で，店の女性が差し出すものを当り前のよう

に受け取ると，次の店に移っていく。彼らの多くは

ポル。ポトの軍隊との戦闘で足を吹き飛ばされた｡そ
しよう

れもたいていIま地雷による負傷と聞く。こうした傷
い

湊軍人はプノンペン市内やその周辺だけでも数千人

に達するのだろうが，貧しい政府は，彼らに社会保

障的なサービスや埋め合わせをすることはもちろん，

充分な栄誉と礼をもって遇しているとも言えない。

一方で，タイとの密貿易や市内での商店経営で成

金を果した人々も少なくない。足をもぎとられた若

者たちは，「自分が片端になったのは，こいつらを

太らせてやるためだったのか」という，社会全体に
えんさ

まで及ぶ猛烈な怨瑳の感‘情をつのらせているわけだ。

戦いの傷跡は道路や建物にもあるが，それ以上に深

く，この若者たちの心と肉体に刻み込まれている。

彼らの社会的・経済的な復権は，一義的には政府の

責任においてなされるべきことだが，ＮＧＯもまた，

この若者たちのために何をしてあげられるか真剣に

考え，取り組まなければと切に思った。少なくとも

彼らが，屈託のない表'情で食堂に入ってきて，互に

席を隣して夕食を取れる日が訪れるまでは，私たち

が人間的に負い目なしにあの松葉杖の音を聞き，か

つハイネッケンの冷えたビールを傾けることはでき

ないであろう。

夫と子供を失って

プノンペン郡のＲＩＮＥセンターの責任者であるト

ゥ・カックさんは今年50歳。カンダール県中に知れ

渡った優秀な助産婦だ。最近眼が弱くなったとこぼ

すことしきりだが，それでも彼女は週の３，４日は

病院に泊り込んで赤ちゃんを取り上げている。彼女

の夫は1977年ポル・ポトの兵士に「処刑」された。

旧体制下で中央郵便局に働く役人であった。夫婦に

子供は５人いた。そのうち上の４人はポル・ポト時代

に親から切り離され，一種の児童収容所で生活した

らしい。当時14歳だった長女は栄養失調のため収容

所で死ぬ。トゥ・カックさんは娘の死に目にも会え

なかったという。彼女が手許で育てた８歳の末息子

も栄養失調で死んだ。

当時のことを，彼女は極力思い出さないようにし

ているという。本当は，「思い出すな」と自分に絶え

ず言い聞かせねばならないほど，あの時代の記憶は
くや

生々しく，悲しみや怒りや口'惜しさが容易に彼女の

胸を溢れさせてしまうのだろう。いとしい者たちへ

の鎮魂と自らの安らぎとを求めるためにも，彼女は

ＲＩＮＥの長として，助産婦として仕事に没頭する以

外ない。その痛ましさとその気概に私は敬服する。

生まれ変った男たち

ＲＩＮＥセンターを訪れる母親の多くが，毎年とか

一年おきに妊娠を繰り返している。ある日ピンチヒ

ッターで小児科の外来をやってみた。たまたまかも

しれないが，男児が女児を受診者数ではるかに上ま

わった。病院長のサム・サルーンさんにそのことを

話すと，彼は微笑みを浮べて，「ポル・ポトの時代に

男が沢山死にました。田舎の人々の中には，殺され

た男たちが赤ん坊になって生まれ変ってくるのだと

固く信じている者もいますよ」という。

まさに国全体が「転生」のラッシュなのだ。

生まれ変った子供たちの未来が少しでも明るくな

るように，私たちなりに精一杯のお手伝いをしたい

ものです。（88.7.28）

Trial＆ErrorNo.８２
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二一凸阜

書評

「NGOが見たカンプチア」

アフガンのソ連軍撤兵開始，イランの国連停戦

受諾にひき続いて，にわかにテンポを速め始めた

カンプチアの和平交渉の動きに世界の耳目が集ま

っている。日々の報道もようやく詳しく，また多

くなってきたようだ。

しかし，カンプチアほど，特にここ１０年の間国

際社会から無視され，見捨てられてきた国はなか

った。

『ＮＧＯが見たカンプチア」が描き出すのは，復

興が成しとげられるまでに「１世代以上の時間」

がかかるといわれるほどの深い打撃を受けながら，

国際的な開発援助の一切を拒まれ続けたこの国の

人々の困難な状況である。そしてこの状況のほん

とうの解決のために何ができるか，何をすべきか，

というはっきりとした道筋である。

本書はカンプチアにとって，数少ない西側世界

への“窓”となってきたＮＧＯ34団体が，その体

験を通じて共同でまとめた詳細な記録だが，単な

る報告書にとどまることなく，このような苦況の

ただ中にある小国の人々を，孤立させ放置したま

まにしてきた国際社会への痛烈な告発の書ともな

っている。

したがって本書の最大の特色は，ＮＧＯが標傍

してきた「人道的」「緊急」援助という，いわば

政治的な価値判断を一切控える基本姿勢を，あえ

て一歩も二歩も踏み出し，外交的。政治的な分析

と判断を下していることにある。

本書は，この困難な状況をもたらした原因であ

る，２０年に及ぶ戦争と５年にわたるクメール･ル

ージュの蛮行をふり返ることから始まる。７５年か

ら78年の春まで，１００万から200万人に及ぶ人々

が餓死し，あるいは飢えによる病に蕊れ，クメー

ル・ルージュによって殺害された。

７９年のベトナム侵攻は，クメール・ルージュに

よる恐怖の支配からカンプチアの人々を救ったが，

同時に彼らは国際社会からの完全な孤立という次

の苦難の中に導かれることになった。たとえば，

｢1975年以前にカンプチアにいた４５０名の医師の

うち，７９年にはたった45名だけが残った。この4５

エバ。ミシリビェッチ著

JVC刊連合出版

岡本厚

名のうち20名が，その後国を去った」（同書72頁）

という，想像するだけで詰然とせざるを得ないよ

うな困難な現実を抱えながら，カンプチアの人々

は，他の国々によって救援の手をさしのべられる

どころか，突き放され，無視されたのである。

蛮行から人々を救ったベトナムは糾弾され，人

人を殺害し，国土を破壊した責任者であるクメー

ル・ルージュは国境付近に追いつめられながらも，

国際機関の援助を受けて勢力を維持し，それどこ

ろか国連に認定され続けるという，まことに奇妙

な構図ができあがった。

本書が指摘するのは，この奇妙な構図の“奇妙

さ''そのものである。

国境付近のキャンプへの援助は，国内へ入って

破壊活動を行う反政府ゲリラへの援助になってい

ると本書ははっきりという。そしてゲリラは，国

内の資源を復興より防衛へふりむけさせることに

よって，回復を遅らせ国民を疲弊させる。

国内で必死に活動するＮＧＯは，そのＮＧＯが属

している政府が国境付近で行う援助によって，自

らの努力を水泡に帰せられるというジレンマの中

に身を置くということになったのである。

こうした深刻な事態が，ＮＧＯに前記のような

政治的・外交的判断を下すに至らせたのであろう。

簡潔にまとめられた諸国政府・国際社会への「勧

告」は次のようにいう。

①政治的考慮から切り離した再建・開発援助の供

与

②集団殺害行為に責任があるクメール・ルージュ

への支援の撤廃

③タイ・カンプチア国境地帯の事態の解消

④新しい外交的イニシアチブの発揮

あえてここまで踏みこんだ「勧告」は，国際社

会にとって重要な意味をもつが，同時にこれを提

起したＮＧＯ自身にとっても，これ以後の援助に

対する姿勢やその役割について大きな変更を迫る

ものではあるまいか。

ＪＶＣにとっても，避けて通れない問題を本書に

よって投げかけられているといえるのである。

－１９－
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／赤熊康代さん

「JVCに来ると楽しいわ。いじめる人も所帯染み

た人もいないし。もっとほかのことをしていたら金

儲けできるのに，身を粉にして働いているのにやさ

しいし……。会社に勤めたら若い人にいびられてし

まうわ」

とあくまでも明るいインタビューは続きます。

「私，讃岐（香川県）の生まれやから，もともと妥

(ボランティア登場5）
衣料や本をバザーにするんや，奨学金を受けている

人が日本への手紙を出すのの，手伝いの手伝いをし

ました」

ダンナさんの足掛け３年にわたるバンコク赴任が

終わり，帰国したのが昨年。今年また出張で出掛け

てしまったのでひまになったんだそうです。

「え，歳，出すんですか？」

はっとした感じで，赤熊さんは可愛い声をあげま

した。インタビューの初め，いつもどうり，名前，

年齢を聞いたあとのことです。

「私，松田聖子と同じて，ゆうてるんです」

緊張して，つい，本当の歳を言ってしまったので

す。もちろん，希望どうり，歳なんか書きません。

ただ聞いてみただけです。でもこのやりとりで，赤

熊さんの性格が少し分かってきました。明るくて，

楽観的で，現実的のようでどこか夢を見ているよう

で……それでいて実際的。Ｊｖｃでもときどき見かけ

るタイプなんですよね。

’一蝉電単騨譲噌

Ｔｒｉａｌ＆ＥｒｒｏｒＮｏ．８２

協的やし，ラクして金儲けしたいタイプ。なんよ◎友

だちも讃岐の人が多いから，『ものずき」『銭になら

んことをする』言われて……。それでも，なんでこ

こに来ているかというと，富安さんが好きやからか

しら……。バンコクでもそうやったから」

富安さんというのは，この欄の第１回目に登場し

た方で，ＪＶＣや犬養道子さんのみどり一本運動に対

する募金を担当していただいています。彼女の誠実

な礼状のおかげでなんども募金をする人が増えたと

いう功労者ですが，こんなところでも……。赤熊さ

んの仕事は富安さんのお手伝いです。

こういった人間の魅力って，組織を大きくするう

えで大切なような気がします。これからＪＶＣを発展

させるためには，こういう要素も大切だという話を，

先日も誰かとしていました。

「気負わずに，長くやっていけたらいいんと違い

ます？難民とか，飢えた人のことなんか学校では

習わんし。ここの事務所にきていたら，ずいぶんい

ろいろ勉強になる．．…･」

と続いたインタビューはミッキーロークとジョン

ローン，どちらが魅力的かという話で終わりました。

（ちなみに彼女は後者の大ファン)。

普通の人が普通の感覚で参加できる組識，それは

ＮＧＯの理想の一つです。赤熊さんと話をしていて

こんな人がもっと，もっと増えればJVCは良くなる，

強くなると思いました。事実，最初に思い出した赤

態さんに似た人も，彼女が入るとグループ。全体が元気

になる，そんな人だったように思います。もちろん

本人に悩みがあるときでも，です。（Ａ・Ｇ）

Ｆ
‐
Ｉ

「ひまで，ひまで，しょうがないから，手伝ってい

るんですよ」

という赤熊さん，ミニスカートから伸びたきれい

な足もあって，いかにも独身で学生か無職という感

じですが，実は結婚しています。ダンナさんが２月

から９月まで，タイに長期出張しているので，アパ

ートで一人，第二の独身時代を躯歌しているとか。

「出張やなくて，赴任なら私も行けるんやけど」

よく分からないのですが，会社の規定が違うらし

いのです。

「私が初めてJVCにかかわったんは，タイの主婦

ボランティアとしてです。タイの日本人社会という

んは，意地が悪いんですよ。すぐに会社の名前を聞

いて，それで人を差別するんです。そんなことをし

ないのが，唯一，主婦ボランティアの人で……。

バンコクから日本に帰らはる人のいらなくなった

－２０－



＝一一一

ＪＶＣプロジエクト

活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神奈川）

垣軍国制

エチオピア

(ウォロ州）

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，

総務，情報収集および広報等。

機関誌『トライアル。アンド・エラー』発行。

ＪＶＣ説明会…毎兇第１月曜円午後６時～９時

毎j:第３上曜日午後１時～４時
学習会月１１石：午後６時～９時

(希望者にはハガキにて連絡）

神奈川県内における渉外，事業計画，情報収集，資金

調達等を行う。

神奈川県および県内の市民団体との共同事業の企凹，

運営。定住難民プロジェクトのコーディネーション。

実行委員会により準備が進んでいるｒ'88チャリティー

ウォークかながわ：は，寄付金の贈呈先として５つの
ＮＧＯによるプロジェクトを選んだ。その中にはＪＶＣ

のラオスにおける母子保健のプ画ジェクト，ＳＨＡＲＥ

のカンプチアにおけるＲＩＮＥプロジェクトも選ばれた。

10月16f｣の実施に向けてＪＶＣ神奈川も準備に全力で
協力している。

●定倖難民プロジェクト

７ノコ6日，ＪＶＣ神奈川で学習会及びミーティングを行

った。学習会ではカンプチア事業担当の古西が・イン
ドシナの国々の歴史と日本の関係」について聖にカン
プチアを中心に話をした。定住者の背景を知る意味で

も今後もこのような形の学習会を開催していきたい。

「もしもしあのね」の第７号が発行された。

●東金農場

闘給用の野菜を作っている。

東金で潅直連動をしている“さかさま農園”や;l｣武ボ

ランティア協会などと，毎月１回勧諦会を行っている。

●緊急食料援助（コレブを中心に）

昨年の人雨期に続き，今年の小雨期(３～４月）にも

雨が不足し，家畜のニサとなる牧草すら生えて来な
い。すでに９カ月間，人々はＪＶＣから配給される小
麦を妙って食べるのみである１１今後も人々の生存の

ために食糧配給を継続する予定である。

●総合的復興促進(マーシャ）

1．植林，ｔ壌保全

昨年８月にl;Ｉ間部斜面や家の庭に植えた苗木は雨

不足にもかかわらず，７５％が枯れずに残り，７０ｃｍ

ぐらいに育っている。

2．母子保健・栄養
家庭菜園，離乳食等の訪問形式による指導が母親

自身の手で行われつつある。

3．給水

清潔な飲料水確保のため，泉の保護をしている。

瀧子銀行，農業教室も引き続き行･っている。

－２１－

1988年７月２５日現在

出資団体

全国牡会福祉脇

議会

ジャパン･タイムス

神奈川県福祉部

禅林寺龍華会基
金，アチャリティ
・ウォークかな

がわ｣,Ｈ本少林

寺拳法連盟

ＣＲＤＡ,犬養道

子・みどり・本
運動，日本少林
寺拳法連盟，モ

ラロジーＭＩＲＣ，

東京グリーン・

ウォーク，西本

願寺，ジャパン・
タイムス，チャ

リティ・サイク

ル，Ｔｒｅｅｆｏｒ

lifeの会

担当者

岩崎駿介（代表）

星野昌子（事務局長＞

加藤志保，林達雄

前Ⅱ!昌代，鴇田･之芳，

占丙男，常安光学，

岩崎美佐子，

アイネス・バスカビル

山11誠史

山口誠史，落合正幸，

谷本栄ｆ，他約60人

松岡美奈子

東金市民有志

鈴木直喜，山田盛，

伊藤達男，伊藤幸亭，

有本敦子，イエットベルク，

ソｒ]モン，バレタ，フェ

テルワルク，夕．ニエル

Trial＆ErrorＮｏ．8２



活動地名

｢ﾜﾗーﾜﾖ
マガネイ・キャンプ

（ゲドー郡）
ハルパ・キ.』,ンプ

ジャララクシ・牛

ヤンプ

(ヒラン郡）

|カンプチア’カンプチア

脇郷県）

Ｔｒｉａｌ＆ＥｒｒｏｒＮｏ．８２

活 動内容

●農業による自立促進

閉鎖していたＵｎｉｔｌを再開した。１４人の地元民を
入植させ，水路の補修工事に着手した。ＵＩｌｉｔ３と
Unit4の収穫は若Ｆ落ち込むことが予想される。
地力が低Ｆしたたぬだ･
ハルバ地区では，ルーク地区に比べ全般的に収量が
多い。軍nitlOとＵｎｉｔｌｌでも作付けが始まり，農
民（難民）たちは難民キャンプを出て農場周辺で仮
住まいをしている。

●植林

ハルバ・キャンプでも初めて苗木を1,600本配った
ところ，非常に好評であった。

●現金収入

水屋，かじ屋，パン屋，靴屋，焼物屋を開業中。
●コミュニティー・サービス

ＡＭＲＥＦ（民間の医療協力機関〉が行っている地域
医療のトレーニングコースにUnit7の農民も参加し
始めた。

つい先日ソマリア通貨の対米ドル交換レートが１米
ドル＝99シリングに下落し，物価全般が大きく上昇
し始め，ＪＶＣのプロジェクトにも影響し始めた。

農民（難民）たちが自分たちでお金を出し合い，ブル
ドーザーなどを独自に借りて農場建設に着手した。こ
のような難民の努力が，援助に依存しきっている他の
難民たちに自立心を喚起するのを期待したい。

●サンタピエップ技術学校/ワークショップ

長くかかった倉庫棟の建設もほぼ終了した。門の扉
は鉄材を電気溶接で組み立て完成した。現在，敷地
内の入口から工場の建物までの整地を計画している。
トラックの修理作業は，スペアパーツの到着した５
Ⅱ以来，不充分ながら作業量がかなり増えてきた。
現在はサスペンションブレーキの足まわりの作業が
多い。

●井戸掘り

農業省水利局の井戸掘チームは，６月からポーサッ
ト県で井戸を掘っており，８月中旬にプノンペン市

に戻ってくるまでに８本の井戸を完成する予定であ
る。その後プノンペン市内とカンダル県プノンペン
郡で計４本の井戸を掘り，カンポッ1,県に移る予定
である。

●ＲＩＮＥ（ライン）プログラム〔母子保健活動〕
プノンペン郡のそれぞれの村のプライマリー・ナー

ス（初級看護士＞と助産婦に対する研修の２回目が，

７月末から８月初めにかけて行われる。
ライン･鞍ンﾀー のー建物は屋根に乗せるまで完成した:，
９月20日ごろ完全に完成し，１０月１日に落成式を行

う予定である。

－２２－

出資団体

Ｕ刃ＨＣＲ，

創価学会青年平

和会議，

仏国ｔをつくる

う会

創価学会青年平
和会議，モラ画

ジーＭＩＲＣ，立

正佼成会，自動
屯労辿，西本願
寺，善興寺ダー
ナ基金，高岡寺
族青年会，覚法

寺,「チャリティ・

ウォークかなが

わ１，Ｈ本少林
寺拳法連盟，毎
日新聞大阪社会

事業団，大竹財

団，東京都社会
福祉協議会，国
際ソロプチミス

ト千代田，明る
い社会づくり連

動神奈川県協議

会，浄土宗東京
地区青年会，和
平麟金，国際保
健協力市民の会
(ＳＨＡＲＥ）

担当者

金了一弘，モハメッド・

アブディ，シァッド，

荻ノ迫誇六，中野周二，

モハメッド，ラシッド，

アオキ，アブ’デイ・ジョ

フ，ムハポ，アブドラーヒ，

アブディナサル

シュクリ

熊岡路矢，蓑閉健一，
蓑田玲子，馬清，

釘村千・夜子

〔カウンター・パート〕

タック・カン，アム・デ

ィエン，メアス・サメッ

卜，ゲット・ソーン

(保健省）

アン・サルン医師

(カンダール県保健局）

ニム・ニエム医師

１百



至加一価ﾏ声

活 動地名

国
ノぐ ンコク事務所

カオイダン

(カンプチア

難民キャンプ）

パナニコム

(第三国定住待ち

カンプチア難民村）

地域開発

(バンコク市内の

スラム地区）

(ブリラム県の

Ｍ村）

｢弓牙司
（ビエンチャン）

活動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，

総務，情報収集および広報，バザー，古本のセール。

季刊『ニューズ・レター』（英語・タイ語)発行。

●西崎憲司記念技術学校

一気筒，単車，電気，自動車，溶接の技術訓練．

本年度の３期目がスタートした。生徒数462人。前期

から始った雌礎電気コースの人気が高い。
７月１５日，タイ合同作戦司令部（ＪＯＣ）は，カオイダ
ン・キャンプの難民をボーダーのキャンプ（サイト２

サウスの南，パン・タット）に移動させることを発表
した。バン・タットに移動した後もＵＮＨＣＲが引き続

き管轄する。１０月には第１陣の移動が始まるようであ
る。

また，カオイダン・キャンプはクメール難民の移動終
了後，医療機関と各種トレーニングセンターを残し．
自主的本国帰還のための促進センターにするといって

いるが，その信ぴょう性はさだかではない。なお，今
まで国境のキャンプの保安活動にあたっていたタスク・

フォース8０（TF80）が，今日からＤPPU(Displa‐
cedFersonsProtectionUnitt＝避難民保安部）

に変わる。

●文化オリエンテーション

。Ｆ１本定住予定者

①日本語学習の雑礎（読み，許き，聞き取り）

②日本語の日常会話の習得

③日本に関する概略的な理解を促す
④渡航に必要な事柄への理解と実習

･日本以外の国への定住予定者に手続きの理解を深

めてもらう。

⑨奨学金プロジェクト

子供たちのレポートを作成し，翻訳している。

●クロントイ図書館

７月３日，ＣＤチームと１，２，３地区の人々でタン・
ブン（功徳をつむこと）を行い，お坊さんの講話を
聞いた。

●農村開発

コメンがＭ村の学校で農業教室を開いている。

･７月２４－２６円，スリラチャ・チョンブリにおいて

スラムで働く５つのＮＧＯが研修会を開いた。

●生活改善指導員養成センター

婦人を対象に母子保健，幼児教育，家政一般，農業
訓練等の一般知識修得並びに実習を保健省，教育省
などの協力を得て行うセンターーの運営援助，および
技術協力を予定。
センターのは７月15円に蒲工した。完成予定は1989

年１月。

1988年11ﾉjにはセンタ･-での指導要項を作製するた
め，ヴィエンチャンに隣接する３県の農村で実情調
査を行った。

－２３－

州資団体

全国社会福祉協

議会

ＵＮＩＩＣＲ，

ＳＶ<Stichting
vluchteling）

天理教千葉

モラロジーＭＩＲＣ，

ＪＯＦＩＣ，
ＷｅＬｏｖｅＡｓｉａ

Ｔｒｅｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会

雄勝町町内寺院

会

国際ソロプチミ

スト駿河

木幡律子チャリ

ティコンサート

庭野平和財団

担当者

ポンピモン・チャイブン，

カモン･ミンムアン，スン

ニ・・テイチャリヤクン

ソムヨット・ラタナタム，

清水俊弘，大石道子

フォード・順子，

鶴岡善矛I:，山畑匡

アナン・ブダミリンパブ

イーブ

パティト・チャンスジヤ

オン，サムルアイ・ジニョ

ンヨークラン，リーラ・

クンナロン，コメン・ス

ンサマラヤ

今泉恵

谷｣｣博史，前田初迩

Trial＆ErrorＮｏ．８２



犬養道子・「みどり一本」募金

東京0-212497（７月小計763,762円）
犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ることになりました。この募金はエチオピアの植林プロ

ジェクトに使われます。

Trial＆Error（試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第82号

発行日昭和63年８月20日発行（毎月２０日発行）通巻82号
昭和57年９月16日第三種郵便物認可

，弓

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

傍JVCとは－ＪａｐａｎInternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習'慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報･資料の入手，各種の

活動・報告会。上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

･正会員(惑雲;:::維麓員::::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error」のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5-48365加入者名一ＪＶＣ会員係

②T/Ｅ：東京3-54186加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（７月小計35,140円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ,グリーン・フォー・アフリカ募金（７月小計294,372円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（７月小計3,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ､カンプチア募金（７月小計568,500円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ・タイ・スラム募金（７月小計15,000円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・スラムの子供奨学金・基金（７月小計110,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ､タイ農村募金．（７月小計０円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ・定住難民募金（７月小計5,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

１．ＪＶＣ運営経費募金（７月小計5,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ・ラオス募金（７月小計1,229,858円）ラオス

の婦人の生活向上プログラムのために使われます。

Ｋ・無指定募金（７月小計390,566円）

2４

編集後記
＞送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい｡

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

し「離婚された女のことを何ていうの？」「寡婦でもやも

めでもないし，もちろん未亡人とはいわないし……」「う

－ん，そういう日本語ってあるかな」

実はエチオピアの婦人のためのプログラムについての会

話である｡fエチオピアの農村の少女たちは，初潮前に親の

決めた人に嫁がされ，朝から晩まで働いたあげく，容貌が

衰えたとたんに三下り半。彼女たちには自分の財産なんて

ないから食べていくには手に職をつけるしかない。かごを

編んだり刺繍をしたり。それにしてもそんな身勝手な男た

ちのたいていは，すでに後添を見つけているなんて，ちょ

っとひどい話じゃないですか。

お
茶
の
末
鍔
駅

印刷所（株)ベスト・プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載。複写を禁じます。

Trial＆ErrorＮｏ．８２ 定価，送料共300円

昭和63年８月20日発行（毎月20日発行）
編集人前川昌代
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